
様式 A  科学探求（有本） 

科目にかかわる情報 

科目の 

基本 

情報 

授業科目 

（欧文） 

科学探求 

Scientific Investigation 
単位 2 

一般・専門の別・ 

学習の分野 

専門・自然科学系基礎・ 

共通 
授業形態・学期 講義・後期 

対象学生 MS-2，EC-2 必修・選択の別 選択 

教員に 

かかわ 

る情報 

担当教員・所属 有本 茂・一般科目（理） 

研究室等の連絡先 管理・一般科棟３階（内線：８１８７）E-mail：arimoto@tsuyama-ct.ac.jp 

科目の 

学習・ 

教育内 

容にか 

かわる 

情報 

基礎となる学問分野 数物系科学／数学／数学一般 

専攻科学習目標との

関連 

本科目は専攻科学習目標「(１)数学、物理を中心とした自然科学系科目に

関する知識を深め、機械・制御システム工学および電子・情報システム

工学に関する基礎学力として応用する能力を身につける。」に相当する科

目である。 

技術者教育 

プログラムとの関連 

本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（A）技術に関する基礎知

識の深化，Ａ－１：工学に関する基礎知識として, 自然科学の幅広い分

野の知識を修得し, 説明できること」である。 

授業の概要 

本講ではベクトルや行列で表されるデータのパターンを分析する手法

の基礎を学ぶ。またコンピュータ・グラフィック、マトリックスアート・

インターフェイスを用い、ナノ・サイエンスの興味深いトピックスに触

れながら、創造的工夫力を養う方法の解説も行う予定である。 

学習目的 
ベクトルや行列やそれらに関連したデータの数値及びパターン分析の

手法を学び、コンピュータ・グラフィックス、科学への応用を知る。 

到達目標 

１． 多次元ベクトルの幾何と距離それを用いたデータ・パターン解析の

初歩を習得する。行列を用いて表される様々なデータのパターン解

析、行列のコンピュータ・グラフィックスへの基礎を習得する。 

２． 岡山大学、塚本真也教授グループによって開発された問題発見解決

能力訓練の基本を学習する。 

３． データ要素間距離を分析する関数解析の初歩的思想と技法を学ぶ。 

履修上の注意 

本科目は「授業時間外の学習を必修とする科目」である。１単位あた

り授業時間として１５単位時間開講するが，これ以外に３０単位時間の

学習が必修となる。これらの学習については担当教員の指示に従うこと。 

履修のアドバイス 

学際的視野を涵養するため、一見無関係な学問分野の有機的連関や物

事のグローバルなヴィジョンを養う練習、努力を重ねて欲しい。 

遅刻の回数が多い場合は，警告を行った後欠席扱いとすることもある。 

基礎科目 基礎線形代数（２年），微分積分Ｉ（２），微分積分ＩＩ（３） 

関連科目 専門科目多数 

 



様式 B  科学探求（有本） 

授業にかかわる情報 

授業の方法 

一見かけ離れた学問分野の間の有機的連関を見抜くことは、基礎学力の

深化や独創的発明発見への道を目指すためにも大変重要である。本授業は

学際的国際的視野の涵養もめざし、その様な趣旨で書かれた英文のテキス

トも部分的に利用し、数理英語に慣れる指導もおこなう。  

 

 

授 

業

計 

画 

開講週 
授業時間内の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

授業時間外の学習内容〔項目〕 

（指示事項） 

前 

 

 

期 

１～３週  

 

 

 

 

４～６週  

 

 

 

７週  

 

 

８週  

 

 

９～１１週  

 

 

 

１２～１５

週  

ガイダンス。マトリックスアートと

ナノ・サイエンスとシンクロトロ

ン。（アンケート、小ドリルを考慮

し、関連する教材を取捨選択予定） 

 

平面、空間ベクトルの復習と、高次

元空間の幾何。ナノ・サイエンスと

パイ電子の世界の紹介。 

 

（前期中間試験） [範囲は第１週  

 から第６週までに習った範囲 ] 

 

 前期中間試験の答案の返却と解  

 説  

 

行列のパターン分析とその応用。行

列の関数とコンピュータ・グラフ

ィックス。行列の関数と物性論へ

の応用。 

コンピュータ・グラフィックス、

パターン分析と距離連続性分析。 

レポート課題 (1) 「ナノ・サイエン

スとシンクロトロン」  

 

 

 

レポート課題 (2) 「ナノ・サイエンス

とパイ電子の世界」  

 

 

 

 

 

 

 

 レポート課題 (3)「行列のコンピュ

ータ・グラフィックスと科学への応

用。」  

 

レポート課題 (4)「行列、関数、パタ

ーン、距離空間の基本的英語表現」 

教科書，教材等 

参考書： 石村園子著「やさしく学べる線形代数」（共立出版） 

参科書： 塚本真也著「創造力育成の方法」（森北出版株式会社） 

教科書は用いない。プリント配布予定  

成績評価方法 
定期試験（７０％）とレポート（３０％）で評価する。 なお，成績によっ

ては再試験を行うこともある。  

受講上のアドバイス 

予習を中心とした積極的勉強を心がけて欲しい。また，行列論の自然

科学，工学への応用や，コンピュータ・グラフィックス（またその関連

分野）との縦糸的，学際的関連について理解を深めて欲しい。遅刻の回

数が多い場合、警告後、欠席扱いとすることもある。 

 


